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１．はじめに 

本工事は、月山西山麗の山間地域に位置し、田麦俣集落に隣接する地すべり地を対象とする。月山

地すべり防止区域において七ツ滝地区の地すべり活動の誘因となる地下水を排除する目的で、集水井

と集排水ボーリング『Ｗ－１１ブロック（深層地下水）』と、横ボーリングと山腹水路工『中台線ブロ

ック（浅層地下水）』の２つのブロックで施工を行った。 

その中でも中台線ブロックは急斜面が多く、崩壊地内での施工や崖直下での施工箇所もあり作業員

の安全確保が重要な課題となり対策を実施した。 

加えて、地元や通行車両への配慮と事故防止についても工夫を行った。 

２．工事概要 

・ 工 事 名  田麦俣地すべり七ッ滝対策工事 

・ 工事場所  山形県鶴岡市田麦俣 地内 

・ 工事内容  Ｗ－１１ブロック 

集水井       １基     Ｈ＝   １４．０ ｍ 

集排水ボーリング ２３本     Ｌ＝１，２６９．０ ｍ 

中台線ブロック 

横ボーリング    ６箇所(３６本)Ｌ＝１，４３５．０ ｍ 

山腹水路工     ５路線    Ｌ＝  ４４６．０ ｍ 

・ 工  期  平成２６年 ６月２７日 ～ 平成２６年１２月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成写真（集水井内部）      完成写真（横ボーリング、孔口保護ふとんかご) 



３．現場での安全対策の工夫 

① 地すべり動態観測と無線連動警報装置の設置 

地盤伸縮計を崩壊最上部に２基（伸縮計①②）、施工箇所に近接する亀裂へ２基（伸縮計③④）の

合計４基設置した。大雨等で伸縮計が時間変位量４ｍｍ以上に達した場合、作業員がすぐに避難で

きるように見やすい位置に警報装置（回転灯・サイレン連動型）を３基設置した。また、現場事務

所へも無線で警報が届き、二次災害（通行車両の巻込まれ）防止のため、ただちに通行止めを行う

ことにした。（避難訓練も実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

伸縮計設置状況（崩壊最上部）      通行車両に対し通行止め看板の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伸縮計・警報装置設置位置、及び避難場所・避難経路図 
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 ② 伸縮計 web 監視システムによる監視 

伸縮計の動態観測データは WEB 監視サーバーを通して、２４時間いつでも閲覧が可能なので現場

事務所と本社での二重の監視を行った。また、土日でも警報メールを受信できるように設定して、

地すべり災害が発生してもいつでも対応が取れるような監視体制を整えた。大雨時でも時間変位量

４ｍｍの移動は無く安全に作業を行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     伸縮計 web 監視システムによる監視状況 

 ③ 避難訓練の実施 

現場にて地すべり災害が発生したことを想定し、避難訓練を実施した。施工箇所から市道中台線

までの避難が約３分、ブロック外への避難が約２分の合計５分で避難場所への避難ができた。また、

現場事務所にあるＡＥＤも警報を受けてから約３分で避難場所まで到着することが分かった。 

水路施工時に１度警報器が作動し避難したが、調査の結果幸い誤作動で事なきを得た。 

伸縮計①

伸縮計②

伸縮計④

伸縮計③

リアルタイム
警報付ロガー

メール通信
 制御装置

無線発信局

無線発信局 回転灯

伸縮計web監視システム及び無線警報図

インターバル毎にデータ送信 データメール受信ソフト

データ管理ソフト

WEB監視サーバー

無線受信局

現場内

回転灯

回転灯

サイレン

現場事務所

回転灯

WEBブラウザを使用して
　　伸縮計の監視

警報発生時にメール通報

データ通信

警報信号

無線受信局

無線受信局

インターネット



④ 落石防護フェンスの設置 

高さ約６０ｍの崖直下の暗渠施工箇所は大雨・強風時に落石や倒木があり、市道上に散乱してい

たため落石防護柵を設置した。進捗に合わせて移設しながら施工を行うことができるため安全に作

業ができた。また、重機作業員の安全確保のためにガード付バックホウを使用して作業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高さ約６０ｍの崖直下での施工          落石・倒木状況（市道崖下部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

落石防護フェンス設置状況            暗渠施工状況（崖直下部） 

４．地元・通行車両への安全対策の工夫 

① 交通安全のぼり旗の設置 

田麦俣集落には山形県指定有形文化財の多

層民家や観光名所の七ツ滝があり、第三者車

両の通行が多いため、運転者に見やすいよう

な安全標識にしたく、警告・注意・お願い等

を色別し、のぼり旗を作成し設置した。これ

により交通災害は無く円滑に施工を行うこと

ができた。                      交通安全のぼり旗の設置 

５．おわりに 

今後も公共工事に携わる者として、リスクアセスメントを推進し、災害の起きない・起こさない現

場作りに努力して行きます。また、工事の目的を深く理解し、これまで以上に地域に密着した工事を

行いたいと考えております。完成に至るまでには皆様のご理解とご協力、ならびに御指導いただいた

発注者の方々に深く感謝を申し上げます。 

暗渠施工箇所 


